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第１４回原子力委員会定例会議議事録 

 

１．日 時  令和５年４月１８日（火）１４：００ ～ １４：４５ 

 

２．場 所  中央合同庁舎第８号館６階６２３会議室 

 

３．出席者  内閣府原子力委員会 

        上坂委員長、佐野委員、岡田委員、畑澤参与 

       内閣府原子力政策担当室 

        進藤参事官、山田参事官、梅北参事官 

       大阪大学核物理研究センター 

        中野センター長 

 

４．議 題 

 （１）日米欧のアスタチンネットワークについて（大阪大学核物理研究センター センター

長 中野貴志氏） 

 （２）その他 

 

５．審議事項 

（上坂委員長）時間になりましたので、第１４回原子力委員会定例会議を開催いたします。 

  本日の議題ですけれども、一つ目が、日米欧のアスタチンネットワークについて（大阪大

学核物理研究センター センター長 中野貴志氏）。二つ目がその他であります。 

  それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

（進藤参事官）一つ目の議題は、日米欧のアスタチンネットワークについてです。 

  本日は、大阪大学核物理研究センター、センター長、中野貴志様より御説明いただき、そ

の後、質疑を行う予定です。 

  それでは、中野先生、御説明をよろしくお願いいたします。 

（中野センター長）御紹介、ありがとうございます。それでは、早速資料を共有させていただ

きまして、今日の説明を始めたいと思います。 

  それでは、アスタチン創薬に関する日米欧ネットワーク構築に向けての進展ということで、
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大阪大学核物理研究センターの中野が御説明いたします。 

  本日のアウトラインですが、Ｗｏｒｌｄ Ａｓｔａｔｉｎｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ（ＷＡ

Ｃ）の設立準備会、それから、その設立準備会が開かれたＴＡＴ１２という国際シンポジ

ウムでのＷＡＣセッション、それからＪａｐａｎ Ａｓｔａｔｉｎｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｔ

ｙ設立に向けての動き、最後に来月企画されておりますＣＯＳＴ－ＮＯＡＲミーティング

について御紹介したいと思います。 

  まず、Ｗｏｒｌｄ Ａｓｔａｔｉｎｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ設立準備会です。準備会は、

アスタチン創薬を世界的なネットワークで推進していこうという動きの中で、国際会議Ｔ

ＡＴ１２のシンポジウム会場で２月２８日に開催されました。 

  当初は、日米欧のアカデミアだけが集まり、非公式な形で話し合うという予定だったので

すが、急遽、日本の企業の方々にも参加していただくことになりまして、非常に前向きな

議論をすることができました。これは、議論が終わった後の写真ですが、写真を見ていた

だくと皆さんの満足そうな表情が伺えます。 

  当日の主な論点としては、ＤＯＥからはアスタチン創薬を単独で行うことは不可能だから、

ネットワークの構築が非常に重要であることが述べられました。 

  企業の方からは、アスタチンを用いた医薬品の前臨床実験や臨床試験の効果やエビデンス

をできるだけ紹介し、共有し、国内だけではなく、世界各国との連携を図りたいというこ

とが出されました。 

  また、米国からは、複数の臨床試験が進行中であるが、アスタチンの供給量が十分でない

ため、これ以上増やすことができないという問題が紹介されました。この問題に対し、阪

大で建設中の施設をモデルケースとして加速器メーカーからアスタチンの供給というもの

を世界的に展開することを検討しているということが紹介され、大きな関心を集めました。 

  さらに、ＩＡＥＡの方からは、規制面の検討を進めることが重要であり、検討会議を近日

中に開催するということが紹介されました。先ほど少し述べましたＣＯＳＴ－ＮＯＡＲ会

議では、規制面についても議論するということが主催者から紹介されました。 

  ＤＯＥには多額の資金がもう既に用意されていますが、まずは国内向けの支援が優先され

ることが説明されました。ただし、ＷＡＣの組織がより公式なものになれば国際会議の支

援も可能性があります。ＩＡＥＡは、その一方で既に人材育成や会議開催等の支援が可能

になっていて、今年の夏には２４年から２５年の計画について議論が行われる予定です。 

  次のステップとしては、ＷＡＣの戦略計画の全体像をまとめ、発足会議を早急に開催する
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という意見が共有されました。 

  また、その翌日の３月１日にはＷＡＣのセッションが開催されました。このセッションは、

原子力委員会の委員長の上坂先生を始めとする皆様の御尽力により、準備会以前にプログ

ラムの一部として企画されておりました。ここで私が行った講演について、簡単に御説明

いたします。 

  このセッションでは、ＤＯＥ、私、それからＮＯＡＲという順番で登壇しました。まず私

の講演では、アスタチンの特徴について冒頭で説明しました。それは、安定同位体が存在

せず、半減期が７．２時間と非常に短いということです。そのため、基礎研究をするにも、

臨床研究をするにも異分野融合が必要不可欠であることを強調しました。日本は異分野の

融合によるアスタチン創薬に対して非常に有利な立場にあり、その中でもアスタチンの供

給ネットワークが既に存在しているということを紹介しました。短寿命ＲＩ供給プラット

フォームと福島県立医大の独自のネットワークがあります。赤い線は、その中でも特徴的

な供給を示しています。福島県立医大からは北大への供給があり、短寿命ＲＩ供給プラッ

トフォームでは、大阪大学の核物理研究センターの加速器が更新中に理研からの供給を受

けたということを紹介しました。 

  ここで示しますように、福島県立医大では年間通じた安定な供給が実現しております。両

供給網のエンドユーザーは２０以上になります。しかしながら、そのほとんどが加速器を

持っておりません。アスタチンの需要は、近年非常に伸びており、ここには短寿命ＲＩ供

給プラットフォームに対する需要を示していますが、現状ではその需要をも満たすことが

できない状況になっています。 

  それを解決するためには、産学連携によって供給量を増やす必要があります。その目標に

向かう取組みの一つの例として、オープンイノベーションを活用した事業であるＪＳＴの

ＯＰＥＲＡ事業を紹介しました。 

  ＯＰＥＲＡ事業の大きな成果として臨床試験の開始と、産学連携の進展によるスタートア

ップ企業の誕生があります。 

  さらに、理研では今後どんどん供給量が増えるにつれて、ビーム強度も向上させる必要が

ありますが、高強度ビーム用のビスマス標的の開発が産学連携で進んでいるということを

紹介いたしました。 

  医師主導治験に関しては、阪大で行われている甲状腺がんに対するアスタチン化ナトリウ

ムと、それから福島県立で進行中のⅯＡＢＧの治験について紹介いたしました。 
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  阪大については、産学連携の下で、スタートアップ企業が支援する形で進展しており、次

の薬剤についても準備が進んでいるということを説明いたしました。 

  さらに、今後は産業用や企業主導の供給拠点、より大規模な供給拠点の整備が必要になっ

てまいります。その一例といたしまして、阪大で進んでおりますアルファ線社会実装供給

拠点について説明し、また、福島で進行中のＦ－ＲＥＩの紹介をしました。 

  これは阪大に設置される加速器に関する詳細ですが、住友重機械工業で開発中のサイクロ

トロンは、従来のアスタチン製造用の加速器に比べて５倍から６倍のビーム強度である２

００マイクロアンペアを実現する予定です。ここに住友重機のコミットメントとして、こ

れを日本だけではなく、世界中に実装して、アスタチンの不足による研究の停滞が起こら

ないように頑張っていきたいということが述べられました。 

  世界のアスタチン創薬に対する日本の貢献ですが、ここに記載されてある通り、最終目標

はアスタチン創薬の可能性を最大限に引き出すことです。それにむけた具体的な戦略とし

て、まずは人材育成を目指すこと、次にサイエンスの進展を目指すこと、そしてこれら両

方を産学連携で進めていきたいということを述べました。 

  次に、将来の臨床試験、特にコホートの臨床試験に対応できる量のアスタチンを製造し、

次々とアスタチン創薬のＰＯＣを生み出すこと、そしてそれを世界に対して提供していく

とことを目指しています。日本がモデルケースとなり、アスタチン創薬の進展することが

私たちの目標です。特にアスタチンに関してはサプライチェーン、すなわち供給ネットワ

ークが一番重要ですので、そのモデルケースを示していきたいということを述べました。 

  このスライドは、三つの講演の最後にＪｅａｎ―Ｆｒａｎçｏｉｓ Ｇｅｓｔｉｎから発

表されたもので、まとめとして位置付けられています。彼の発表ではＷＡＣというものを

作ることによって、先ほどと同じですけれども、アスタチン創薬のフルポテンシャルを引

き出すということ、そしてサイエンスを進展させて、それをグローバルに展開するという

目標が述べられました。 

  具体的に何に取り組むかというと、まずアカデミアから生まれてきたテクノロジーや進展

を全世界の研究者や企業につないでいくということ、それから先ほども述べましたように、

アスタチンは半減期が短く安定同位体がありませんので、サプライチェーンネットワーク

というものが非常に重要です。それを世界中で展開していくことが提案されました。 

  最後に、このような取り組みを進めていく上で、国際的な連携が非常に重要であることが

述べられ、その推進が宣言されました。 
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  これが講演の最後の様子ですが、ＤＯＥのＥｔａｎ Ｂａｌｋｉｎ、Ｇｅｓｔｉｎと私が

壇上に立ち、ＷＡＣの発足を宣言しました。ただ宣言するだけではなく、会場にはいろい

ろな国からの参加者がいましたので、積極的な参画を呼び掛けました。この内は、ＴＡＴ

１２の総括の講演でも取り上げられております。 

  Ｗｏｒｌｄ Ａｓｔａｔｉｎｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙが目指す方向性は、研究者、企業、

臨床現場の医師、そして患者さんの皆様に対してここに記載されている利益をもたらした

いというものです。これをアウトカムとして達成していきたいと考えています。 

  アカデミアに対しては、様々なイノベーションが生まれる中で、その情報を全世界で共有

し、科学の進展を後押します。共有すべき情報は共有し、進展を互いの刺激としてその研

究を進めていく。企業に対しても、そのような進展をきちんと伝えることで、前臨床、臨

床とどちらも含めてですけども、進展をきちんと伝えることによって、科学的成果がより

早く、より効率的に社会実装されていく、それがイノベーションにつながることを信じて

います。現場の医師の方々には、新しい治療法が可能であるということをきちんと知らせ、

それをその患者さんに届けていただきたいと思います。患者さんには、新しいがん治療法

が開発されていること伝え、希望を持っていただきたいと思います。これが、ＷＡＣが目

指す方向性です。 

  ここで日本に話題が戻りますが、Ｊａｐａｎ Ａｓｔａｔｉｎｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙの

課題についてみんなで話し合い、再認識しました。ＷＡＣは発足したといえまだ規約も決

まっておらず、まだ具体性に欠ける部分があります。日本でも同様の状況で、ＪＡＣはま

だ形成段階であると言えます。そのため組織の整備が急務であると認識しております。 

  他の国と比べて日本が先進的である点は供給網の他にも多々ありますが、特に産学連携体

制は日本が誇れるものだと思います。その体制を維持し強化していきたいと考えています。

そして、そのためにはＪＡＣがオープンな組織である必要があり、参加する大学、企業、

開発ネットワークを増やしていくことをみんなで話し合いました。また、先ほど触れた供

給プラットフォームについてですが、現在、短寿命ＲＩ供給プラットフォームと福島県立

医大の二つの供給プラットフォームが存在します。これらの間の連携を強化することで、

供給プラットフォームは互いにより有効に機能します。この点についてもその場で話し合

いました。 

  これからＪＡＣの組織化が進行しますが、世話人として企業の方にお願いするということ

になりました。 
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  このような動きとは別に、日本に供給網があるために新たに研究開発構想が生まれたこと

について御紹介いたします。これは、東京理科大で構想が練られたものですが、注目すべ

きポイントは、東京理科大自体には加速器がないことです。それが障害とならず、このよ

うな構想が生まれた背景には、日本に既に供給プラットフォーム、すなわちアスタチン供

給網が存在することが前提条件となっております。東京理科大は、東大ＩＰＭＵと連携し

て、イメージング分野で強みを持っております。このイメージングという新たな特徴を活

かして新しい拠点を作り、最終的には臨床につながるような拠点を形成しようという構想

が出てきております。こういう動きが日本中で広がると、日本の強みは一層に強化されま

す。 

  これが最後の紹介になりますが、ＣＯＳＴ－ＮＯＡＲのＣｏｉｍｂｒａミーティングにつ

いてお話しします。これは２０２３年、つまり今年の５月９日から１１日にポルトガルの

Ｃｏｉｍｂｒａで開催予定です。このＮＯＡＲというアスタチン創薬というものを進めて

いくヨーロッパで組織された団体で、このミーティングはその主催によって開かれます。 

  会議の１日目は、参加登録と短い講演、それに続く交流会が予定されているだけですが、

２日目にアスタチン創薬に関する各種プログラムが組まれています。最初に各国からの報

告が、ヨーロッパ、日本、アメリカ、南アフリカ、中国という順におこなわれ、ＩＡＥＡ

の発表が続きます。その後、ＷＡＣの目標と可能性について議論が行われます。最後に、

ラウンドテーブルで各種意見交換を行う予定です。 

  以上、今日御報告したことをまとめますと、ＴＡＴ１２でＷＡＣが設立された、これが一

番大きなニュースです。ＴＡＴ１２ではＷＡＣセッションが設けられて、そこで日本にお

けるアスタチンの供給や創薬に向けての研究開発の状況について報告いたしました。 

  ＷＡＣに対する日本の貢献に対しては強い関心と大きな期待が寄せられています。特に欧

米は、アスタチンの供給網の整備をこれからで進めていこうとしているで、日本での状況

には関しては大きな関心がありました。 

  ただし、欧米からの期待が我々の実力以上に高まる可能性もあるので、ＪＡＣを含む国内

の体制整備や強化が必要と認識しています。アスタチンの供給体制が整うにつれて新たな

拠点形成が可能になります。その一例として、東京理科大の動きを紹介しましたが、他に

も色々な場所で可能であり、似たようなアイデアが出てきています。また、産学連携面で

は日本が世界を一歩リードしておりますので、ＪＡＣの整備においても産学官の連携を維

持するべきと考えます。Ｃｏｉｍｂｒａミーティングでは、ＷＡＣの戦略についての議論
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が開始することを最後に御紹介いたしました。 

  以上でございます。 

（上坂委員長）中野先生、委員長上坂でございます。本日は、アスタチン創薬に関する日米欧

ネットワーク構築と、とても元気が出る内容のお話をありがとうございました。 

  それでは、委員会の方から質問させていただきたいと存じます。 

  それでは、佐野委員、よろしくお願いします。 

（佐野委員）中野先生、御説明ありがとうございました。 

  まだ初期の状況だろうと思いますが、非常にプロアクティブな活動をされて、かつ問題を

先取りして積極的なリーダーシップを取られてきたということがよく分かる御説明でした。

ありがとうございました。 

  特に大きな質問はないですけれども、今後この案件を促進していく過程で、国際連携と競

争という問題、特許の問題などが当然出てくるでしょう。それから、促進と規制の問題も

出てくるでしょう。また官民のスクラムをいかに確保していくか、更には産学連携をどの

ように進めていくか等々、様々な問題があろうかと思いますので、是非日米欧の西側同盟

国と緊密な連絡を取りながら進めていっていただきたいと思います。 

  一つ小さな質問ですが、国際機関としてＩＡＥＡが出てきているのですが、ＷＨＯは絡ま

ないのでしょうか。 

（中野センター長）今のところ、ＷＨＯは絡んでおりませんが、これから臨床研究が進んでい

くと、ＩＡＥＡ以外のもっと臨床に近い国際機関との連携もこれから必要になってくるし、

我々としても築いていきたいと思っております。 

  以上です。 

（佐野委員）ありがとうございます。是非積極的かつ慎重に進めていっていただきたいと思い

ます。 

  以上です。 

（中野センター長）ありがとうございます。 

（上坂委員長）それでは、次に岡田委員、よろしくお願いいたします。 

（岡田委員）中野様、御説明ありがとうございます。 

  私は、基本的なことを１点質問させていただいて、次に２点目を質問させていただきます。 

  まず１点目ですが、先ほどアスタチンは半減期が７．２時間と短く、安定同位元素が存在

しないという御説明でした。一般的に放射性元素の薬品を作るときには、その放射性元素
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と同じ挙動をする安定同位体を使って開発していくものなのでしょうか。 

（中野センター長）場合によりますが、例えば標識化のための合成においては、ある原子と標

的剤との合成が必要となります。その際、安定同位体の方は豊富に存在するため、可能で

あれば安定同位体を用いる方法が主に採られます。ただし、アスタチンに関しては、それ

が不可能となります。 

（岡田委員）それで、半減期が短いので、国内で作ってそこで開発をしていくということが重

要だということになりますね。 

（中野センター長）はい、そのとおりでございます。例えば化学的な基礎的研究として、アス

タチンがどのような物質と合成しやすいか、またはどの程度容易に分離されるかという研

究を行う場合、アスタチンを製造するチームと連携して供給を受け、研究を進めていく必

要があります。したがって、異分野融合というものの重要性はほかの核種に比べて高いと

言えます。 

（岡田委員）ありがとうございました。 

  もう一点ですけれども、原子力利用分野の中の医療分野ですよね、すばらしい発展をして

いくのだろうと思うのですが、これを先ほどアカデミアの世界、産業界の世界、医師、患

者というお話をしていましたけれども、私としては是非国民に分かる説明をしなければな

らない。私は特に女性の人材育成を長年やっているのですけれども、そういう女性たちに

も伝えていきたいと思うのですが、その辺の国民にどう伝えていくかという活動はどこで

したらよろしいのでしょうか。 

（中野センター長）本当に様々な対象者に対して行っていかないといけないと思っております。

もちろん国民の皆さん、特にがん患者様の皆様には特にこういう治療法が開発されている

ということを核医学会と連携してお示ししなくてはいけないのですが、人材育成という観

点で、専門的な方々に対して、特に若手の方々に対して新しい方法が生まれつつあるとい

うことをちゃんと知らせていく重要性を感じております。アスタチンに関しては、供給網

について多く語りましたが、実際にアスタチンを扱った経験がある人は少なく、そのため

人材育成という観点からも、これから頑張っていかなくちゃいけないという状況にあると

認識しています。 

  大阪大学では、こういうプロジェクトと連携して、卓越大学院プログラムを運営していま

す。このプログラムには、多くの女性を含めた研究者の卵の方々が参加しています。博士

課程を含めた５年間の教育ですが、将来を見据えて研究に没頭し、さらに、大学だけでは
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なくて企業で働くことを視野に入れる上では、このアスタチン創薬が現在どのように進展

しており、将来どのように進化し、就職先や活躍の場としてアカデミア以外にどういうよ

うな選択肢があるのか、どの国で活躍できるのかといった情報を、これから研究者になる

人たちにきちんと伝えていくということが、必要ではないかと考えております。 

（岡田委員）ありがとうございました。私もこれから勉強しまして、是非国民の皆様にこうい

う開発ができていて、将来有望だということをお話ししていきたいと思います。ありがと

うございました。 

（中野センター長）ありがとうございます。 

（上坂委員長）専門的な観点から、畑澤参与にも御意見を頂ければと思います。よろしくお願

いします。 

（畑澤参与）大変元気の出る御発表を頂きましてありがとうございました。 

  この分野は国際的な活動が大変重要だと思いまして、最初のところで各国と一緒に、若し

くはむしろ先を行っているという御発表で大変勇気付けられた思いを致しました。 

  今回企業の方が既に入っておられて、それで、例えば大阪大学にモデルケースのようなア

スタチンの製造拠点を作るというお話でしたけれども、アスタチンの場合は、例えば海外

に運ぶということはできないと思いますので、そうすると海外展開といった場合はそうい

うアスタチンを製造する、若しくはそれを標識するパッケージのようなものを日本でまず

作って、それをモデルにして海外展開をするというようなイメージでよろしいでしょうか。

それが第１点目の質問です。 

（中野センター長）全くそのとおりでございます。特に今後アスタチンの製造量というのはだ

んだん増やしていかないといけないと思っています。そのためには、先ほど２００マイク

ロアンペアのサイクロトロンというのを御紹介しましたが、それを超えるようなアルファ

線ビームも必要になってきます。そのビーム強度を持つ加速器は、世界を見渡しても理研

の線形加速器しかありません。日本は、産学連携の面でも一歩先に行っていますが、技術

的な面でも世界に貢献できるのではないかと思っております。 

  畑澤先生がおっしゃるように、加速器だけでも駄目だし、標的だけでも駄目だし、抽出、

それから合成、全てを含めて大強度ビームによる、大量アスタチン製造システムをこれか

ら整えていかないといけないのですが、日本がモデルケースとなって実現し、パッケージ

としていろいろな国、欧米だけではなくてアジアとかいろんな国にそれを展開していく、

提供していくということが今後求められているし、日本としてやるべきことではないかと
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思っております。 

  以上です。 

（畑澤参与）それでは、２点目の質問をさせていただきたいと思います。 

  この新たな研究開発拠点構想の中で、加速器を持っていない東京理科大学がこの開発拠点

としてこれから活動を開始するということでした。これは本当に大変すばらしいことで、

先生おっしゃいましたように、アスタチンの供給が十分にできる環境に日本があるという

ことが前提で、加速器を設備していなくても拠点として参加できるという、若しくは中心

的な役割を果たせるという、大変新しいスタイルではないかと思います。 

  恐らくこういう研究開発拠点構想というのは海外の研究者にとって大変魅力的なことであ

ると思いますし、是非この仕組みを成功させて、加速器を自前で持っていなくても十分な

開発研究ができるというモデルを作っていただければなと思いました。 

  国内では、このほかにも同じような研究開発拠点の候補というのはございますでしょうか。 

（中野センター長）はい、ございます。例えば、ＱＳＴ高崎研はアスタチンの供給拠点として

も機能しておりますが、実は研究所の中にアスタチン合成に非常に長けた研究者がいらっ

しゃいます。そういうアスタチン合成技術の専門家がいらっしゃるところに、関東圏のい

ろいろな薬学の研究をされているシーズを持っていらっしゃる先生方を結びつけることに

よって新たな拠点形成が可能ではないかということが、研究者レベルでも話し合われてお

りますし、企業もそれに対して非常に興味を持っている、そういう状況でございます。 

  畑澤先生がおっしゃったように、諸外国ではアスタチンの供給網を整備しようとしていま

すが、実際のところは、点と点の関係、つまり加速器施設と、それに近い研究者が線で結

ばれているという例がほとんどでございますので、日本に有機的な供給網を整備すること

によって東京理科大やＱＳＴ高崎研の拠点構想が可能になり、さらに、将来はそれに続く

大学機関が出てくることが日本の強みになると思います。 

  以上です。 

（畑澤参与）ありがとうございます。もう一点だけ質問させていただいてよろしいでしょうか。 

  今回はアスタチンの製造、それからそれを使った放射性医薬品の開発、そこの辺りがＷＡ

Ｃ、それからＪＡＣの現在のスコープだと思うのですが、いずれこれが発展してきますと、

かなり臨床に近いところのグループが来る必要があるのではないかと思います。 

  例えば、日本核医学会、日本医学放射線学会、日本放射線腫瘍学会のような臨床を担って

いる関連学会と連携する必要が出てくるのではないかと思うのですけども、その辺につい
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てのお考えはいかがでしょうか。将来の組織のマネジメントという意味も含めてですけれ

ども、御意見いただければと思います。 

（中野センター長）それは非常に重要な点で、そこを強化していきたいというふうに考えてお

ります。 

  将来の規制の面とも関係しますが、アルファ線というのは非常に飛程が短くて、例えば注

射器の中に入っていると外に漏れない、それから、治療にあたって隔離病棟は多分必要な

くなります。普通のお薬にかなり近くなっていくというのが将来期待されているところで

あり、それが起こるのではないかと我々も思っております。 

  そういうことが進展して、そのことが周知されればされるほど現場で治療に当たっていら

っしゃる癌の専門医の方々、またその専門医の方々が入っていらっしゃる学会との連携は

重要になってくるので、情報発信や連携強化に取組みたいと思っております。 

  以上です。 

（畑澤参与）たくさんの患者さんがアルファ線核医学治療の進展を見守っておりますので、是

非よろしくお願いいたします。 

  私の方からは以上です。 

（中野センター長）こちらこそよろしくお願いします。これまで御指導いただきましたけれど

も、これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

（上坂委員長）中野先生、委員長上坂です。数点質問させていただきます。 

  まず、昨年９月にＩＡＥＡ総会時、サイドイベント及び付随の打合せで話題に上がりまし

たアスタチンの供給利用の国際ネットワーク。それがＷＡＣやＪＡＣという形でスタート

できたということを大変うれしく思います。また、このアスタチンは半減期が短い。その

ため、逆に世界で分散型の製造拠点及びネットワークが必要であるということもよく理解

できました。 

  今後、日本政府の様々な支援が規制含めて必要かと思います。その際、原子力委員会が昨

年５月に発出しました医療用等ラジオアイソトープ製造・利用推進アクションプランが活

用できるのではないかと思います。そのための専門委員会を半年やりましたが、常に関連

省庁の課長レベル以上にオブザーバーとして出席いただきました。また、アクションプラ

ンにも担当省庁を明記しております。原子力委員会でも本件フォローアップする予定でご

ざいます。事務局にも適時御相談されてもよろしいかと思います。いかがでございましょ

うか。 
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（中野センター長）非常に心強く、大きな励みとなります。現時点で、日本は一歩リードして

いますが、欧米はひたひたと後ろに迫っておりまして、特にアメリカは、多額の資金を投

入しようとしています。 

  一方、日本は円安の影響や電力代の高騰により、実は短寿命ＲＩ供給プラットフォームに

関しましても供給能力は若干その影響を受けて下がっている、そういう状況でございます。 

  そういう意味では、やはり一歩進めた国からの支援が必要ですので、今後も御支援いただ

きたいと思っております。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  今後、阪大中心の短寿命ＲＩ供給プラットフォームの各拠点と、それから福島県立医科大

学の供給ネットワークに加えまして、是非福島のＦ－ＲＥＩ、福島国際研究教育機構にア

スタチン製造供給の拠点ができないかと期待するところであります。先生の関わり方はい

かがでございましょうか。 

（中野センター長）全面的に御協力したいと思います。我々は、短寿命ＲＩ供給プラットフォ

ーム幹事機関として活動しておりますが、核物理研究センターの加速器更新期間中に、セ

ンターからアスタチンを供給できないという状況でも幹事機関として、他の機関で作られ

たアスタチンを供給するという業務に携わらせていただいているおかげで、アスタチンを

使った基礎研究の進行や臨床への展開などの情報を把握することができました。この経験

から、Ｆ－ＲＥＩにおいてもアスタチン等のＲＩを作る加速器を作って、それが動き始め

てから短寿命ＲＩ供給プラットフォームと連携するのではなくて、その前段階から連携す

ることによって、いろいろな情報も手に入りますし、ネットワークに参加する研究者の動

向というのも把握できますので、是非できるだけ早い時期に連携していただけたらなとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それから、先生中心の産学連携チームでは、アルファフュージョンという会社を設立する

という御説明がありました。具体的な製薬を担う企業等との連携の見通しはいかがでござ

いましょう。 

（中野センター長）今、アルファフュージョンが中心となっていろいろなメガファーマーと水

面下で話合いを続けているという状況です。基礎研究の研究者がいきなりメガファーマー

と話をするということは難しいのですけれども、その間に入っていただいております。 



－13－ 

  アルファフュージョン社は阪大発のスタートアップということで、阪大との関係が非常に

濃いのではないかと皆さんお考えですけれども、実は最初からグローバル展開を目指して

いる企業でありまして、今はできるだけ阪大色というものを取り除こうとしている段階で

ございます。 

  だから、もちろんでございますけれども、阪大以外の大学機関と連携して、それをメガフ

ァーマー、あるいは専門的な製薬会社とおつなぎするという、そういう役割をアルファフ

ュージョンは果たしていくという、そういう使命を帯びておりますし、その使命を果たし

てくれるものと思っております。 

（上坂委員長）分かりました。 

  それから、医療用及び産業用のラジオアイソトープの製造施設の多くは、元を正せば各国

の原子力研究所の核物質使用施設であります。従来のようにロシア等から安価な同位体精

製のＲＩを輸入することは、今後経済安全保障の観点から困難になると思います。であれ

ば、アメリカ、ＥＵ、日本の産官学連携チームで製造を供給するのは必定だと考えます。

加速器を使うにしても出力がメーカー仕様では足らず、先ほど全流通の話がありましたが、

特に加速器の出力を上げる必要があると思います。そこには研究開発要素がありまして、

学会とアカデミアの協力が必要かと思います。 

  また、そのことが世界レベルで研究協力、技術継承、それから人材育成にも貢献すると思

います。人材育成は医学者、医学物理士、それから放射化学者ですね、特にこの放射化学

という視点で原子力のバックエンドとも是非連携していただいて、人材育成の観点からも

この大きなプロジェクトに貢献していただきたいと期待する次第でございます。いかがで

ございましょうか。 

（中野センター長）まさにそのとおりで、私もその方向で進めていきたいと思います。先ほど

も述べましたように、アカデミアの力をこれから強化していくためには、真に優秀な人材

がこの分野に参入することが必要です。大学院における経済的な支援は徐々に充実してき

ていいますが、やはり今後はキャリアパス、つまりどういうキャリアが開かれるかが一番

重要になってまいります。この分野に関しては非常に明るい展望があり、世界で活躍でき

る環境というものがこれから広がっていくと考えます。この可能性を企業の皆様と一緒に

実現し、若手にアピールし、安心してこの分野に飛び込んで研究に従事していただくこと

を願っています。 

  以上です。 
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（上坂委員長）ありがとうございます。次が最後でございます。 

  このＴＡＴ１２の会議にもＩＡＥＡが加わりました。ＩＡＥＡは、今後国際的安全規制等、

どのような役割を果たしてくれるのでしょうか。モリブデンテクネチウムの場合、ＯＥＣ

Ｄ／ＮＥＡがとても重要な国際的な価格の調整に関連する会議を１０年ほど前に開催して

くれたと伺っております。 

  今後のＩＡＥＡ等の国際的な役割について、先生のお考えを伺わせていただければと思い

ます。 

（中野センター長）アルファ線放出核種の医療応用はまだ歴史が非常に浅いものでございます。

国によって規制が異なる部分もあるし、全体として足並みがそろっていないところがある

のですが、ＩＡＥＡという国際機関が規制の面でリーダーシップを取ることによって足並

みがそろうのではないか、そのことに一番期待しております。 

  アスタチンに関しては、娘核も素性がよく、半減期も短いので、物理的な観点では取扱い

は容易です。しかし、これを法律に落とし込むときには、単純な議論だけでは済まない問

題が存在します。こういった点については、国内だけでの議論では打開できないかもしれ

ません。そのため、ＩＡＥＡがリーダーシップを取り、国際的な基準作りやルール作りに

協力することによって、これらの問題が早期に解決し、患者さんにアスタチンを使った薬

剤がより早く届けられるのではないかと期待しております。 

  以上です。 

（上坂委員長）どうもありがとうございました。 

  私からは以上でございます。 

  ほかに委員の方々から御質問ございませんでしょうか。 

  じゃあ、中野先生、どうもありがとうございました。本日はありがとうございました。是

非推進の方、どうかよろしくお願いいたします。 

（中野センター長）引き続き御指導よろしくお願いいたします。今日はどうもありがとうござ

いました。 

（上坂委員長）それでは、議題１は以上でございます。 

  次に、議題２について、事務局から説明をお願いします。 

（進藤参事官）今後の会議予定について御案内いたします。 

  次回の定例会につきましては、４月２５日火曜日１４時から、場所は６階の６２３会議室

でございます。議題については調整中であり、原子力委員会のホームページなどによりお知
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らせいたします。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  その他、委員から何か御発言ございますでしょうか。 

  御発言がないようですので、これで本日の委員会を終了いたします。 

  お疲れさまでした。ありがとうございます。 


